
             

                 

【
市 

長 

賞
】 

 

元
楨
墓
誌
銘
一
節 

 
 

 

亀
田 
房
枝

劉
懐
民
墓
誌
銘 

 
 
 
 

高
橋 

晶
熒 

 

【
議 

長 

賞
】 

 

李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻 

 
 

西
村 

京
陵 

 【
教
育
長
賞

】 

 

杜
子
美
詩 

 
 
 
 
 
 

吉
次 

虹
綾 

（
講
評
）
北
魏
の
墓
誌
銘
の
特
徴
で
あ
る
力
強
い
楷
書
の
姿
を
前
面
に
出
し
つ
つ
、 

自
己
表
現
を
上
手
く
確
立
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
が
素
晴
ら 

し
く
、
素
材
を
超
え
た
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

（
講
評
）
一
貫
し
て
安
定
し
た
筆
意
に
素
直
さ
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。 

そ
の
実
直
さ
に
少
々
重
た
い
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
作
品
に
向
か
う
姿
勢
と 

一
生
懸
命
さ
に
好
感
が
持
て
ま
す
。 

（
講
評
）
大
人
び
た
力
強
い
線
に
よ
り
充
実
感
の
あ
る
作
品
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

墨
量
、
筆
の
遅
速
等
、
表
現
の
工
夫
に
よ
り
作
品
の
表
情
に
余
裕
を
感
じ 

ら
れ
る
と
さ
ら
に
良
く
な
る
で
し
ょ
う
。 

< 

絵
画
の
部 >

 



 
【
市 

長 

賞
】 

 
 
 

 

       

         

 

   

     

【
特 

別 

賞
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

風
景
・
ヨ
コ
ハ
マ 

 
 
 
 

柴
田 

豊 

 

【
教

育

長

賞
】 

昼
さ
が
り
の
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク 

中
島 

和
子 

 
 

ゆ
ら
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 

小
野 

有
貴 

 

【
議 

長 
賞
】 

ハ
タ
ラ
ク
ゾ
ウ 

 
 
 
 

藤
本 

俊
雄 

 
 

< 

絵
画
の
部 >

 

（
講
評
） 

三
賞
の
中
で
は
、
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ 

ク
ス
な
作
品
で
あ
り
ま
す
が
、
素
直 

に
真
っ
直
ぐ
対
象
に
向
か
い
、
自
身 

の
持
て
る
技
法
を
生
か
し
て
表
現 

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
作
で
意
欲
も
感 

じ
る
作
品
で
す
。 

（
講
評
） 

日
本
画
材
の
箔
を
使
い
、 

面
白
い
表
現
で
描
か
れ 

て
い
ま
す
。
ハ
ッ
チ
ン
グ 

や
パ
ス
テ
ル
（
？
）
で
の 

表
現
方
法
が
少
し
気
に
な 

る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
迫 

力
の
あ
る
作
品
で
す
。 

（
講
評
） 

哀
愁
を
帯
び
た
グ
レ
ー
を
基 

調
と
し
た
、
押
さ
え
た
色
調
の 

画
面
の
中
に
、
静
か
な
人
間
の 

生
活
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る 

魅
力
的
な
作
品
に
な
っ
て
い 

ま
す
。
奥
行
き
の
あ
る
画
面
構 

成
が
優
れ
て
い
る
作
品
で
す
。 

（
講
評
） 

毎
年
独
自
の
作
風 

で
現
代
風
景
を
切 

り
と
り
、
観
る
の 

を
楽
し
み
に
し
て 

い
ま
す
。
実
力
も 

充
分
、
感
性
も
表 

現
も
秀
逸
。
現
状 

を
超
え
、
さ
ら
な 

る
深
化
し
た
自
己 

表
現
を
目
指
し
て 

下
さ
い
。 



    

       

    

 

【
議 

長 

賞
】 

 

語
ら
い 

 
 
 
 
 
 
 

石
川 

三
雄 

家
路 

 
 
 
 
 
 
 
 

堀
口 

宏 

未
来
へ 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

均
樹 

【
教
育
長
賞
】 

 

遠
く
へ
来
た
も
ん
だ 

 
 

山
崎 

桂
子 

朝
練 

 
 
 
 
 
 
 
 

鬼
防 

照
代 

 

【
市 

長 

賞
】 

 

幽
玄 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

邦
夫 

幼
年
時
代 

 
 
 

 
 
 

宇
佐
美 

佳
南
子 

不
思
議 

 
 
 
 
 

長
谷
川 

キ
イ
子 

< 

写
真
の
部 >

 

（
講
評
） 

僅
か
な
光
の
中
で
静
か
に
流
れ
落
ち
る
滝
の 

表
情
を
的
確
な
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
長
時
間
露 

光
で
見
事
に
捉
え
て
い
ま
す
。
岩
肌
の
怪
し
い 

光
や
飛
び
散
る
水
の
光
が
と
て
も
美
し
く
、 

印
象
的
で
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。 

（
講
評
） 

画
面
配
分
の
良
さ
と
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
ご
年
配 

の
二
人
の
女
性
が
語
ら
っ
て
い
る
様
子
の
捉
え
方 

が
主
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
ま
す
。
的
確
な 

表
現
は
、
作
品
に
安
定
感
を
与
え
て
い
ま
す
。 

（
講
評
） 

逆
光
気
味
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
印
象
的
で
す
。 

わ
ん
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い
る
男
性
の
顔
の 

表
情
に
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品 

で
す
。 


